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監査の結果に基づき、措置を講じた旨の通知があったので、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第１９９条第１４項の規定により、次のとおり公表する。 
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監査結果に基づく措置通知書 

 

監 査 の 種 類 定 期 監 査（工事監査） 

監 査 実 施 期 間 令和 4 年 6 月 30 日～令和 4 年 10 月 5 日 

措置を講じた部局等 建築都市局 

指  摘  事 項 等 措置内容 所管部課 

４ 百舌鳥小学校施設整備工事 

本工事は、足場に関する労働安

全衛生関係法令の規定に加え、さ

らに労働者の墜落防止のため、特

記仕様書で足場への手摺の設置を

指定している。 

しかし、足場の組立て作業後に、

最上段以外に手摺の設置をしてい

ないことが判明したため、減額の

変更契約を行っている。 

本工事の工事監理については、

労働者の事故防止に係る安全対策

が徹底されていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工事は、労働者の足場からの墜

落を防止する措置として、労働安全

衛生関係法令の規定に加え、厚生労

働省通達の「手すり先行工法等に関

するガイドライン」により、設計図

書の特記仕様書に足場への手摺の設

置を指定していました。 

しかし、工事作業前に当課及び工

事監理受注者が、工事受注者に対し

て適切に指示ができていなかったこ

と及び工事受注者が特記仕様書の記

載内容の確認を怠り、工事を進めた

ことに原因がありました。 

足場の手摺未設置は、工事受注者

から提出された工事写真により、令

和 3 年 8 月 20 日に判明し、工事監理

受注者及び工事受注者に対して、即

日指導を行いました。 

担当職員には、指摘事項の安全対

策について厳重に指導を行い、課内

職員に対しては、現在稼働中の現場

において、足場の安全対策について

再確認し、再発防止を徹底するよう

令和 4 年 10 月 13 日に指示を行いま

した。 

 今後は、工事監理受注者及び工事

受注者に、特記仕様書等の重要事項

を熟読及び理解させたうえで、設計

内容の確実な伝達を行い、施工計画

書への具体的な記載及び内容確認の

 

建築部 

建築課 
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５ 八下中学校校舎増築ほか工事 

 本工事は、変更契約により請負

代金の増額を行っている。 

その増額内に設計図書の記載漏

れ及び積算数量の計上誤りによる

ものが約 780 万円計上されてい

た。 

工事発注前の設計図書の検収が

不十分であり、適正な積算が行わ

れていなかった。 

指導を行います。 

工事監理においては、これらの改

善した取組を実施し、現場の履行確

認を徹底して、施工の安全確保、公

衆災害防止に努めます。 

 

 

本工事は、設計受注者が作成した

設計図書及び内訳明細書の成果品

を、当課が検収して工事発注したも

のです。 

設計図書の記載漏れ及び積算数量

の計上誤りに気付かなかった原因

は、当課による検収が不十分であっ

たことによるものです。 

このことから、指摘事項の改善対

策として、担当職員には、設計図書

と積算の不整合について、厳重に指

導を行い、課内職員に対しては、指

摘事項の事例を基に、営繕技術専任

職員（スペシャリスト）により、令

和 4年 10 月 6 日に研修を実施しまし

た。 

また、今年度発注の設計受注者に

対して、同様な不整合がないよう確

認を徹底することを周知しました。 

設計図書や積算の不整合について

は、これらの改善した取組を実施し、

設計業務の品質確保に努めます。 
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